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1 . はじめに
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開学当初、スペイン語学科のクラス編成は、一学年に 1 クラス（ 30 人以
下）であった。当時のキャンパスは、広い敷地に 3 つの教室棟と体育館と






は 2 クラスとなり、2017 年度から 4 クラスに増加した。入学定員は現在 84
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スペイン文化論）、松井健吾専任講師（スペイン語学）および准教授の筆者
（スペイン語学・スペイン法学）が務める。  



































 最後に留学について話題にする。スペイン語圏の国際提携校は 2018 年








3. カリキュラム  
 スペイン語のクラスは、開学当初は「スペイン語総合」「スペイン語会話」
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「スペイン語作文」というように技能別に異なる講義名で分類していたが、
現在は「スペイン語基礎」（ 1・ 2 年次）、「スペイン語研究」（ 3・ 4 年次）な
どと名称を統一している。  
 
3.1 １年次  
「スペイン語基礎Ⅰ」は 1 年次向けの入門・初級コースであり、総合ク
ラス 2 コマ、会話クラス 3 コマおよび文法クラス 1 コマの週 6 コマ（前後









会話クラスは、ネイティブ教員 2 名と日本人教員 1 名で担当する。日本
人クラスはネイティブクラスを補完する役割を担い、入門者の疑問に対応









3.2 ２年次  
「スペイン語基礎Ⅱ」は 2 年次向けの中級コースである。 1 年次と同様
に週 6 コマ（前後期各 6 単位）で、総合クラス 2 コマ、作文クラス 2 コマ、
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最後に、講読クラスは日本人教員が担当する。近年は、アメリコ・カス




3.3 ３・４年次  
 「スペイン語研究 I〜 V」は、3・ 4 年次向けの上級コースである。到達目
標は CEFR B1-B2 レベルに設定する。  
 I「言語」、 I I「文学」、 I I I「検定対策」、 IV「ラテンアメリカ事情」、V「ス
ペイン事情」の 5 コースを設置する。 1 コースにつき年 4 コマある。学生







 「文学」は、スペイン文学とラテンアメリカ文学の 2 クラスを開講する。
文学・思想・歴史・文化に関するスペイン語テクストを精読しながら、基
本文法を確認し、文化理解、比喩などの文学表現を学ぶ。  
 「検定対策」は、スペイン語検定 3 級クラスと DELE B1 クラスがある。
前者は日本人、後者はネイティブが担当する。なお、西検 3 級は合格率が
15％程度の難関試験であり、たとえ留学して DELE B2 を取得しても合格で
きない学生が間々いる。一次試験が西文和訳と和文西訳の筆記試験で、日
本語能力も試されるので、日頃から両言語で新聞や本を読むよう指導して
いる。また、西検 4 級ないし DELE A2 を取得した学生には、DELE B1 ない








クラスのレベル設定が難しい。また、講義内容が 1・ 2 年次よりも難しく、
自学時間が増えるものの、 1 コマが 1 単位から 2 単位に増えるため、学生
の履修する授業時間数そのものは減少する。つまり、卒業までの二年間で





2 年次よりも会話力が落ちたという学生もいる。今後は、週 6 コマと負担
の大きい 1・ 2 年次のコマ数を減らしたうえ 3・ 4 年次のコマ数を増やして
バランスをとるとともに、習熟度に応じて 4 技能を均等に向上させること
のできるカリキュラムに再編成したいと考えている。  
 なお、以下の研究科目では、ネイティブ教員がスペイン語で講義を行う。  
 「スペイン文化研究」  「ラテンアメリカ文学特殊研究」  
 「スペイン美術史」  「メキシコ特殊研究」  
 「現代スペイン文学」  「スペイン語マスコミュニケーション論」  
 「スペイン語スピーチコミュニケーション論」  
これらの研究科目と「スペイン語研究」を併修すれば、留学に匹敵するア
カデミックなスペイン語が身につき、 B2 レベルにも到達可能である。  
 
3.4 選択スペイン語  
 専攻外の学生が履修する選択スペイン語のコースとして、「スペイン語Ⅰ」




150 名程度に達し、スペイン語専攻 1 年生の人数を上回る。 10 クラス編成
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ため、履修者が一気に減少し、全体で 30〜 40 人程度になる。コマ数も週 1
コマに減る。 3 つのクラスを設置しており、日本人が 2 クラス、ネイティ
ブが 1 クラスを担当する。  
 「スペイン語Ⅲ」は、接続法までの基本文法を修了する。履修者はさら
に減り、例年 5～ 10 人程度に留まる。ネイティブが 1 クラスを担当する。  


















































































「授業のはじめに、10 問程度のリスニング問題を実施していたので、“ r”  
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今後は 2〜 4 年生のデータも踏まえた上で、学年別の問題点をとりまとめ、
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いと願う。
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